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論文内容の要旨

【背景】
　嚥下障害患者の代償動作として顎を引いた姿勢がよく用いられる。この姿勢は、摂食嚥
下障害患者の誤嚥防止に有用ともいわれるが、必ずしも一定の見解はない。

【目的】
　本研究では頭部屈曲位の効果について、当院で行われた嚥下造影検査（以下ＶＦ）の結果
から後方視的に検討を行った。

【対象】
　２０１７年４月〜２０２０年２月に当院で行われた嚥下造影検査は１，１５１件であっ
た。その中で頭部屈曲ありと頭部屈曲なしで、同一食塊、同一体位で施行したのは８９例
であった。データ不足の８例と、同一期間内に２回施行の６名、３回施行の１名を除外し
た７３例を対象とした。男性５７例、女性１６例であり、対象患者の年齢は６７±１４歳

（平均値±標準偏差）であった。摂食嚥下障害の原因疾患は脳卒中３３例、悪性腫瘍１３例、
呼吸器疾患１０例、神経筋疾患６例、その他１１例であった。

【方法】
　ＶＦの結果から、嚥下反射開始時の頭部屈曲角度、頸部屈曲角度、喉頭侵入・誤嚥の重
症度スケール［Ｐｅｎｅｔｒａｔｉｏｎ-Ａｓｐｉｒａｔｉｏｎ　Ｓｃａｌｅ（Ｐ-Ａ　Ｓｃ
ａｌｅ，以下ＰＡＳ）］、鼻咽頭閉鎖時間、ｓｔａｇｅ　ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ　ｄｕｒａ
ｔｉｏｎ（以下ＳＴＤ）、喉頭閉鎖時間、嚥下反射開始から喉頭閉鎖および上部食道括約筋

（ＵＥＳ）開大開始までの時間、食道入口部開大時間、嚥下反射開始時の食塊先端位置、食
塊先端通過時間、誤嚥の有無等を評価した。嚥下障害の重症度はＤｙｓｐｈａｓｉａ Ｓ
ｅｖｅｒｉｔｙ　Ｓｃａｌｅ（ＤＳＳ）で評価した。なお、本研究は当院の倫理委員会の承
認を得て行った。

【結果】
　ＤＳＳはＤＳＳ２が４例、ＤＳＳ３が３９例、ＤＳＳ４が２８例、ＤＳＳ５が１例、Ｄ
ＳＳ６が１例であった。ＶＦ時に使用した食塊の種類は液体が４５例、とろみが２８例、
液体の量は４ｍＬが４４例、１０ｍＬが１９例、ストロー飲みが３例、３０ｇのコップ飲
みが７例であった。体幹角度はリクライニング４５°が１例、６０°が５例、７５°が１
例、座位が６６例であった。頭部屈曲ありでの誤嚥は１０例、頭部屈曲なしでの誤嚥は
３６例であり、頭部屈曲により誤嚥は有意に減少した（ｐ＜　０．００１）。頭部屈曲なし
での誤嚥がみられた３６例中、頭部屈曲でも誤嚥を生じた症例は８例であり、２８例

（７８％）の症例で誤嚥が消失した。頭部屈曲ありのみで誤嚥を生じた症例は２例であった。
正規性の検定では頭部屈曲時の食道入口部開大時間以外は正規分布していなかった（ｐ＜　
０．００１）。頭部屈曲位では頭部屈曲角度が上昇したが、頸部屈曲角度は有意な変化はみ
られなかった。頭部屈曲位ではＰＡＳが有意に改善し、嚥下反射開始〜喉頭閉鎖開始まで
の時間が短縮し、嚥下反射開始時点の食塊先端位置がより浅くなった。一方、鼻咽腔閉鎖
時間、ＳＴＤ、喉頭閉鎖時間、嚥下反射開始から喉頭閉鎖および上部食道括約筋（ＵＥＳ）
開大開始までの時間、食道入口部開大時間、食塊先端通過時間は頭部屈曲の有無による影
響はみられなかった。頭部屈曲角度増加量とＰＡＳの変化のＳｐｅａｒｍａｎの順位相関
係数は０．０１８と小さく有意差は認めなかった。

【結語】
　頭部屈曲の効果は嚥下反射開始から喉頭閉鎖開始までの時間短縮と嚥下反射開始時の食
塊先端位置がより浅くなることによりＰＡＳが改善し、誤嚥が減少することと推測された。

論文審査結果の要旨

　摂食嚥下障害への代償手段であるchin down postureの姿勢定義のあいまいさに端を発
した研究であることから説明が始まった。chin down postureとして本邦で最も使用され
ている頭部屈曲位の効果検討を目的として、頭部屈曲ありと頭部屈曲なしで施行したデー
タのある嚥下造影検査73例が研究対象に選ばれていた。頭部屈曲角度、誤嚥情報、嚥下反
射開始時の食塊先端位置などを評価し、頭部屈曲位ではpenetration-aspiration scale (PAS)
が改善し、誤嚥が減少したことが示された。嚥下反射開始時の食塊先端位置がより浅くな
り、嚥下反射開始〜喉頭閉鎖開始時間が短縮して喉頭閉鎖がより早期に生じることで、
PASの改善と誤嚥減少が得られるとの推測が述べられた。
　質疑においては、取り込み基準による選択バイアスの可能性が指摘され、食形態による
嚥下状態改善が得られにくい患者に頭部屈曲位の確認が行われやすかったと説明された。
過去の知見との相違、水分と固形物など異なる食塊による差異などが議論され、申請者の
考えが表出された。頭部屈曲ありと無しでの食塊先端位置の差の比較方法を問われ、口腔
から食道の部位に番号をつけることにより順序尺度を用いた比較を行ったことが補足され
た。
　本研究は、定義を明確にしたうえで頭部屈曲位の臨床的効果を初めて検討した研究であ
り、学位論文に値すると判断された。
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